
お
裾
分
け
文
化
の
再
来

四
百
七
十
二
万
ト
ン
と
い
う

数
字
は
、
令
和
六
年
に
日
本
で

本
来
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ

れ
て
し
ま
っ
た
食
品
の
重
さ

だ
。
一
方
で
七
人
に
一
人
の
子

ど
も
が
貧
困
と
さ
れ
、
食
事
に

困
っ
て
い
る
家
庭
も
少
な
く
な

い
。
食
材
が
必
要
と
し
て
い
る

人
の
も
と
に
届
い
て
い
な
い
現

状
に
心
を
痛
め
る
。
私
は
こ
の

記
事
で
公
共
冷
蔵
庫
と
い
う
取

り
組
み
を
知
り
深
く
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。
公
共
冷
蔵
庫
と
は
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
が

寄
付
さ
れ
た
食
品
や
日
用
品
を

冷
蔵
庫
か
ら
、
二
十
四
時
間
無

料
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
も
の
だ
。
人
目
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
食
材
を
取
り
に

行
け
る
匿
名
性
が
特
徴
的
で
あ

る
。
こ
の
仕
組
み
を
知
っ
た
と

き
、
現
代
に
適
し
た
新
し
い
支

援
の
形
だ
と
感
じ
た
。

私
は
以
前
、
学
校
で
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
を
推
進
す
る
活
動
を

し
た
経
験
が
あ
る
。
そ
の
と
き

寄
付
さ
れ
た
食
品
は
、
防
災
食

や
人
気
の
な
い
味
の
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
な
ど
偏
り
が
大
き
か

っ
た
。
家
庭
で
余
っ
た
も
の
を

寄
付
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ

る
た
め
、
受
け
取
る
人
の
立
場

が
十
分
に
考
え
ら
れ
て
い
な
い

現
実
を
知
っ
た
。
ま
た
父
が
営

む
運
送
業
で
も
外
箱
が
破
損
し

た
だ
け
で
廃
棄
さ
れ
る
食
品
が

あ
る
と
聞
い
た
。
フ
ー
ド
バ
ン

ク
に
寄
付
す
る
こ
と
も
検
討
し

た
が
、
送
料
の
負
担
や
厳
し
い

受
け
入
れ
基
準
の
た
め
実
現
は

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の

よ
う
に
考
え
る
と
公
共
冷
蔵
庫

は
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
と
思
う
。

さ
ら
に
こ
の
記
事
を
読
ん
で

お
裾
分
け
文
化
の
再
来
だ
と
感

じ
た
。
か
つ
て
日
本
に
は
近
所

同
士
で
食
材
を
分
け
合
う
温
か

な
習
慣
が
あ
っ
た
。
し
か
し
人

口
の
都
市
集
中
や
核
家
族
化
が

進
み
地
域
の
横
の
つ
な
が
り
は

薄
れ
て
い
っ
た
。
公
共
冷
蔵
庫

は
そ
の
文
化
が
現
代
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
よ
み
が
え
っ
た
も

の
だ
と
思
う
。
顔
を
合
わ
せ
ず

に
食
材
を
分
け
合
う
こ
と
は
今

の
社
会
に
合
っ
た
新
し
い
形
の

お
裾
分
け
だ
。

だ
が
課
題
も
あ
る
。
公
共
冷

蔵
庫
が
単
な
る
食
品
を
も
ら
う

場
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
と
支

援
に
依
存
す
る
人
が
増
え
る
恐

れ
が
あ
る
。
そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
は
冷
蔵
庫
を
情
報
を
発
信

す
る
場
に
し
、
生
活
相
談
や
自

立
支
援
に
つ
な
げ
る
体
制
が
必

要
だ
。
例
え
ば
冷
蔵
庫
の
近
く

に
地
域
の
支
援
団
体
や
就
労
支

援
、
子
ど
も
食
堂
の
情
報
を
掲

示
す
る
だ
け
で
も
、
人
と
の
新

し
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
だ

ろ
う
。
公
共
冷
蔵
庫
を
食
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
だ
け
で
な

く
、
支
援
へ
の
入
り
口
に
す
る

こ
と
で
困
っ
て
い
る
人
が
孤
立

し
な
い
社
会
に
近
づ
け
る
と
感

じ
た
。

食
品
を
介
し
て
人
と
人
の
思

い
や
り
が
循
環
す
る
社
会
。
寄

付
す
る
人
に
は
誰
か
の
役
に
立

て
た
と
い
う
喜
び
が
生
ま
れ
、

受
け
取
る
人
は
食
材
と
と
も
に

温
か
さ
を
感
じ
る
。
将
来
、
福

祉
を
学
び
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
活
動
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
こ
の

取
り
組
み
は
大
き
な
学
び
と
な

っ
た
。
公
共
冷
蔵
庫
は
匿
名
で

あ
り
な
が
ら
人
を
つ
な
げ
る
不

思
議
な
仕
組
み
だ
。
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
助
け
合
い
の
輪
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

朝日新聞１月13日

常
葉
大
常
葉
３
年

大お
お

石い
し

侑ゆ
う

奈な

さ
ん

高
校
生
の
部

静
岡
県
教
育
長
賞

共
生
の
意
味

静
岡
大
付
属
静
岡
２
年

小お

曽ぞ

根ね

杏あ
ん

樹じ
ゅ

さ
ん

中
学
生
の
部

静
岡
新
聞
社
賞

今
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い

る
社
会
は
、
本
当
の
意
味
で
の

「
共
生
」
が
で
き
て
い
る
と
言

え
る
の
だ
ろ
う
か
。
違
い
を
認

め
ず
、
相
手
を
非
難
し
た
り
傷

つ
け
て
い
な
い
と
胸
を
張
っ
て

言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
前
か
ら
疑
問
を
感
じ
て
い

た
私
は
、
こ
の
記
事
を
読
み
、

「
共
生
」
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
た
い
と
考
え
、
「
た
け
し

文
化
セ
ン
タ
ー
連
尺
町
」
を
訪

れ
る
こ
と
に
し
た
。

扉
を
開
け
た
瞬
間
、
そ
こ
に

は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
光

景
が
広
が
っ
て
い
た
。
扉
の
向

こ
う
で
は
、
年
齢
や
性
別
の
異

な
る
知
的
障
害
を
持
つ
人
た
ち

が
、
思
い
思
い
に
過
ご
し
て
い

た
。絵
を
描
い
て
壁
に
貼
る
人
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
を
跳
ぶ
人
、昼
寝
を
す
る
人
、

家
族
や
ス
タ
ッ
フ
と
会
話
を
す

る
人
。
そ
の
空
間
は
「
そ
の
人

が
そ
の
人
ら
し
く
い
ら
れ
る
」

自
由
な
雰
囲
気
に
満
ち
て
い

た
。
私
は
、
障
害
者
施
設
は
学

校
の
よ
う
に
時
間
で
や
る
こ
と

が
決
め
ら
れ
、
み
ん
な
が
同
じ

よ
う
に
活
動
す
る
も
の
だ
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
自
由
さ

に
驚
い
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
方
に
よ
る
と
、

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

は
、
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
た

め
に
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
た

と
い
う
孤
立
感
や
生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な

く
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ
で
は
、
多
様

な
人
と
の
交
流
や
、
正
解
も
間

違
い
も
存
在
し
な
い
ア
ー
ト
を

通
し
て
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分

を
表
現
で
き
る
場
を
提
供
し
て

い
る
そ
う
だ
。
一
人
ひ
と
り
の

豊
か
な
表
情
か
ら
も
、
そ
こ
に

い
る
す
べ
て
の
人
が
人
と
し
て

大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
た
。

こ
の
時

ふ
と

私
が
幼
か
っ

た
頃
の
祖
母
の
こ
と
を
思
い
出

し
た

私
の
祖
母
は

あ
る
時
か

ら
病
気
の
影
響
で
車
椅
子
を
使

う
よ
う
に
な
っ
た
。
少
し
ず
つ

日
常
生
活
で
で
き
な
い
こ
と
が

増
え
、
次
第
に
人
と
の
関
わ
り

を
避
け
る
よ
う
に
な
り
、
表
情

も
暗
く
な
っ
て
い
っ
た
と
母
か

ら
聞
い
た
。
少
し
で
も
外
に
出

て
人
と
関
わ
り
、
何
か
活
動
し

て
ほ
し
い
と
考
え
た
家
族
は
、

あ
る
日
、
切
り
絵
教
室
へ
の
参

加
を
勧
め
た
と
い
う
。
は
じ
め

祖
母
は
「
手
が
う
ま
く
使
え
な

い
か
ら
」
と
た
め
ら
っ
て
い
た

そ
う
だ
が
、
実
際
に
参
加
し
て

み
る
と
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流

し
な
が
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で
自

由
に
切
り
絵
が
で
き
た
こ
と

で
、
心
に
大
き
な
変
化
が
生
ま

れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
上
手
に
切

れ
ず
に
少
し
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た
切

り
絵
を
私
に
見
せ
て
く
れ
た
祖

母

思
っ
て
い
た
よ
り
も
上
手

に
で
き
た
よ
」
と
話
し
て
く
れ

た
優
し
い
笑
顔
は
、
今
で
も
私

の
記
憶
に
強
く
残
っ
て
い
る
。

あ
の
時
、
確
か
に
祖
母
は
人

と
関
わ
る
こ
と
で
自
分
の
存
在

を
再
確
認
し
、
穏
や
か
な
心
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
私
は
、
社
会
全
体
が
お

互
い
の
違
い
を
認
め
、
尊
重
し

合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
特
別

な
交
流
拠
点
が
な
く
て
も
本
当

の
意
味
で
の
「
共
生
」
は
実
現

で
き
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。
私
は
ま
ず
、
地
域
で
の
活

動
や
多
様
な
人
と
の
交
流
の
場

に
積
極
的
に
足
を
運
び
、
小
さ

な
一
歩
か
ら
「
共
生
」
を
形
に

し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
未

来
の
あ
る
べ
き
姿
を
こ
れ
か
ら

も
私
自
身
に
問
い
か
け
、
考
え

続
け
た
い
。

静岡新聞６月17日

今
いま

沢
ざわ

璃
り

星
せ

さん 浜松下阿多古６年

広がっていくこの想い

山
やま

崎
ざき

碧
あお

透
と

さん 静岡清水４年

戦争がうばうもの

山
やま

田
だ

乃
の

愛
あ

さん 静岡千代田６年

勝敗より挑戦

山
やま

崎
ざき

朔
さく

太
た

郎
ろう

さん 東海大静岡翔洋５年

今もなくならない戦争

糸
いと

賀
が

愛
あい

哩
り

さん 浜松日体１年

私の存在と自分らしさ

中
なか

山
やま

結
ゆ

月
づき

さん 静岡西奈１年

制服はいらないのか

松
まつ

下
した

大
たい

河
が

さん 静岡城内３年

ＡＩ時代に建築家になるために

難
なん

波
ば

夏
なつ

未
み

さん 静岡北２年

失われゆく声に耳を傾けて

小
こば

林
やし

さわさん 富士２年

自由に生かされて

蛯
えび

名
な

心
み

咲
さき

さん 静岡雙葉１年

コメに宿る記憶

山
やま

内
うち

貫
かん

誌
じ

さん 富士２年

人工知能とのつきあい方

百
もも

瀬
せ

遙
はる

斗
と

さん 浜松市立１年

様々な違いを尊重し 活かせる社会へ

入

選

【
小
学
生
の
部
】

桂
川
勝
成
（
静
岡
清
水
６
）
松
野
世
奈

（
静
岡
清
水
江
尻
４
）
立
花
麗
禾
（
同
６
）

望
月
一
翔
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
４
）
森
下

日
向
（
同
）
久
保
田
杏
樹
（
同
）
薩
川
唯

愛
（
同
）
高
松
こ
こ
ろ
（
同
５
）
森
沢
光

（
同
）
池
田
陽
紀
（
同
）
成
岡
音
采
（
同
）

沼
田
宇
翔
（
同
）
高
橋
虹
心
（
同
６
）
永

田
兼
稔
（
同
）
秋
山
莉
沙
（
同
）
鈴
木
星

叶
（
静
岡
田
町
５
）
名
切
絢
音
（
同
６
）

鈴
木
莉
々
子
（
同
）
小
林
篤
生
（
同
）
北

川
凛
花（
同
）小
長
井
梨
帆
（
静
岡
葵
５
）

江
川
丞
（
同
６
）
宮
川
悠
（
同
）
武
田
漣

（
静
岡
東
豊
田
６
）
青
島
大
和
（
常
葉
大

橘
５
）高
橋
花
渚（
同
）
深
沢
彦
紀
（
同
）

望
月
美
織
里
（
同
）
稲
森
晴
香
（
同
）
酒

井
悠
愛
（
同
）
菅
沼
瑠
偉
（
同
６
）
橋
本

弥
咲
（
藤
枝
高
洲
南
６
）
佐
々
木
光
太
朗

（
御
前
崎
第
一
６
）
木
村
幸
ノ
介
（
磐
田

竜
洋
北
５
）
山
本
幸
奈
（
浜
松
与
進
４
）

【
中
学
生
の
部
】

田
中
琥
太
朗
（
伊
東
対
馬
３
）
菅
野
咲

妃
（
日
大
三
島
１
）
長
池
玲
花
（
同
）
鈴

木
伶
奈

同

石
渡
文
乃

同
２

奥
野
山
煌

同

石
崎
翔
太

同

加
藤
優
衣
（
函
南
東

１
）
稲
毛
優
衣
（
沼
津
第
五
３
）
渡
辺
桃

凪
（
富
士
須
津
３
）
山
田
清
華
（
富
士
富

士
川
第
一
２
）
井
出
陽
南
乃
（
富
士
宮
大

富
士
１
）
西
井
菜
乃
（
静
岡
清
水
第
四
２
）

滝
本
愛
心
（
同
）
山
本
夏
綺
（
同
）
有
沢

栞
奈
（
静
岡
清
水
第
六
３
）
縄
巻
ひ
な
た

（
静
岡
城
内
１
）
小
原
莉
緒
（
同
３
）
大

江
卓
人（
同
）落
合
萌
羽
（
静
岡
学
園
１
）

大
木
遥
斗
（
静
岡
北
２
）
西
ケ
谷
あ
か
り

（
常
葉
大
常
葉
３
）
鈴
木
美
尋
（
静
岡
長

田
南
１
）
丸
山
咲
里
（
同
）
岡
崎
楓
（
同
）

柘
植
陸
斗
（
藤
枝
大
洲
３
）檜
山
奈
那（
同
）

高
岡
柏
斗
（
浜
松
曳
馬
１
）白
土
花
乃（
同
）

国
安
那
奈
（
同
２
）
鈴
木
美
羽
（
同
）
吉

本
優
花
（
同
）
三
好
佑
弥
（
同
）
雨
谷
文

乃
（
同
３
）
小
粥
紗
奈
（
同
）
小
関
乃
愛

（
同
）
中
村
遙
真
（
浜
松
富
塚
１
）
松
下

颯
真
（
同
）
松
原
里
紗
（
同
）
清
家
利
香

（
同
２
）
横
道
真
緒
（
浜
松
三
方
原
１
）

霜
垣
和
花（
浜
松
日
体
１
）大
橋
乙
心（
同
）

河
合
京（
浜
松
浜
名
１
）
平
野
蒼
士
（
同
）

宮
本
拓
登
（
同
）
四
ノ
宮
環
（
同
）
山
本

奏
翔
（
同
）
長
谷
川
優
乃
（
同
２
）
神
谷

奏
志（
同
）吉
田
怜（
同
）
片
桐
優
羽
（
同
）

渥
美
雄
晟
（
同
）
山
本
匠
真
（
湖
西
３
）

後
藤
杏
奈
（
湖
西
鷲
津
２
）
土
屋
怜
（
同

３
）
栗
田
奏
音
（
同
）

【
高
校
生
の
部
】

若
林
由
樹
（
御
殿
場
南
２
）
羽
畑
友
莉

恵
（
同
）
遠
藤
愛
子
（
沼
津
西
２
）
菅
沼

彩
乃
（
同
）
森
田
り
よ
く
（
同
）
鈴
木
彩

（
同
）
倉
谷
美
羽
（
同
）
村
松
幸
明
（
同
）

増
田
丈
意
（
同
）
石
川
愛
菜
（
加
藤
学
園

２
）相
川
伊
織（
同
）
石
橋
優
規
乃
（
同
）

遠
藤
来
茄
（
桐
陽
２
）
末
吉
和
華
（
同
）

平
本
多
叡
子
（
同
３
）
二
宮
未
来
（
富
士

２
）
吉
岡
大
珠
（
同
）
ウ
ル
ビ
タ
テ
ィ
マ

テ
ィ
蓮
美
（
同
）
宮
城
島
愛
美
（
清
水
国

際
３
）
橋
本
夢
亜
（
常
葉
大
橘
１
）
苅
和

凌
斗
（
同
）
佐
野
南
都
子
（
同
）
荒
田
貴

翔（
同
）中
村
斗
維（
同
）
寺
田
咲
姫
（
同
）

加
藤
あ
か
り
（
同
）
影
山
雄
大
（
同
）
山

崎
花
心（
常
葉
大
常
葉
１
）中
川
詩
乃（
同
）

石
原
香
稟
（
同
２
）
佐
藤
結
心
（
同
）
松

下
愛
美
（
同
）
植
松
奈
々
（
同
）
斎
藤
ほ

た
る
（
静
岡
雙
葉
１
）
小
杉
珠
央
（
同
）

紅
林
美
菜
（
島
田
工
３
）
八
木
葵
衣
（
島

田
樟
誠
２
）
柴
本
萌
愛
（
相
良
３
）
杉
田

大
地
（
掛
川
東
３
）
村
松
奏
英
（
同
）
鈴

木
陽
莉
（
同
）
藤
田
心
暖
（
同
）
上
野
暁

（
同
）
原
山
真
翔
（
浜
松
工
２
）
安
土
あ

お
い
（
浜
松
市
立
１
）
今
泉
大
河
（
同
）

山
田
咲
織
（
同
）
長
友
真
穂
（
同
）
菊
岡

南
那
（
同
２
）
渡
辺
穣
（
同
）
戸
田
野
恵

（
同
）
大
村
も
も
の
（
西
遠
女
子
学
園
２
）

水
野
大
馳
（
浜
松
開
誠
館
３
）
菊
池
藍
衣

利
（
浜
松
日
体
１
）
宮
津
真
悠
（
浜
松
聖

星
２
）池
野
谷
真
美
（
同
）鈴
木
結
良（
同
）

県立中央図書館長 高橋 健二 審査員長

県教育委員会教育長 池上 重弘

常葉大学長特命補佐 安藤 雅之

静岡大学教育学部教授 坂口 京子

静岡文化芸術大学文化政策学部教授 小杉 大輔

静新会会長 内浦 正夫

静岡新聞社編集局長 上原 広彦

静岡新聞社読者プロモーション局長 村上 智人

◀最優秀賞と優秀賞の

作品は、こちらからご

覧いただけます

【小学生の部】東海大静岡翔洋 【中学生の部】日大三島

静岡北

静岡大成

【高校生の部】常葉大常葉

高橋 健二 県立中央図書館長

回
目
を
迎
え
た
本
コ
ン
ク
ー

ル
に
、
今
年
は
合
計
４
６
８
４
点

の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学

校
別
の
構
成
比
は
、
小
学
校
７
・

５
％
、
中
学
校

・
８
％
、
高
校

・
７
％
で
、
高
校
生
の
割
合
が

昨
年
よ
り
さ
ら
に
増
加
し
ま
し

た
。
題
材
別
で
多
か
っ
た
の
は
、

戦
後

年
、
コ
メ
問
題
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
問
題
、
静
岡
茶
の
生
産
量
に

関
す
る
作
品
で
し
た
。
そ
の
中
で

も
審
査
会
で
高
く
評
価
さ
れ
、
各

部
門
で
最
優
秀
賞
と
な
っ
た
三
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

小
学
生
の
部
の
山
下
乃
々
華
さ

ん
は
、
原
爆
被
害
に
関
す
る
記
事

で
目
に
し
た
被
害
者
の
言
葉
に
心

を
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
広
島
平
和
記
念

資
料
館
を
訪
れ
ま
す
。
そ
こ
で
体

だ
け
で
な
く
心
に
も
深
い
傷
を
負

っ
た
人
々
に
つ
い
て
学
び
、
戦
争

や
平
和
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、

そ
の
想
い
を
周
囲
と
共
有
し
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
き
ま

す
。
情
報
に
対
す
る
感
受
性
の
高

さ
や
行
動
力
、
周
囲
の
人
と
と
も

に
平
和
な
社
会
を
築
い
て
い
き
た

い
と
い
う
強
い
意
思
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

題
材
選
定
の
段
階
か
ら
抜
き
ん

出
て
い
た
の
が
中
学
生
の
部
の
小

曽
根
杏
樹
さ
ん
で
し
た
。
日
頃
か

ら
「
共
生
」
に
つ
い
て
課
題
意
識

を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ

ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ
の
活
動
に
関
す
る

記
事
に
注
目
し
ま
す
。
そ
し
て
実

際
に
施
設
を
訪
ね
自
由
に
生
き
生

き
と
活
動
す
る
利
用
者
の
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
、
自
分
も
多
様
な

人
と
の
交
流
を
し
て
い
こ
う
と
決

意
し
ま
す
。
記
事
の
読
み
取
り
、

表
現
力
、
論
理
性
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
な
ど
、
ど
の
観
点
に
お
い

て
も
高
評
価
で
完
成
度
の
高
い
作

品
で
し
た
。

自
身
も
学
校
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
経
験
の

あ
る
高
校
生
の
大
石
侑
奈
さ
ん

は
、
記
事
で
「
公
共
冷
蔵
庫
」
を

知
り
、
集
ま
る
食
品
の
種
類
の
偏

り
解
消
や
他
者
へ
の
思
い
や
り
醸

成
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
見
い
だ

し
ま
す
。
同
時
に
、
こ
の
取
り
組

み
を
生
活
相
談
等
の
自
立
支
援
に

つ
な
げ
る
必
要
性
に
気
づ
く
な

ど
、
今
後
の
地
域
福
祉
活
動
へ
の

期
待
や
改
善
点
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。
記
事
か
ら
の
学
び
に
加
え
、

そ
こ
に
課
題
を
見
い
だ
し
自
身
の

将
来
に
想
い
を
馳
（
は
）
せ
る
姿

が
、
明
快
な
文
章
で
見
事
に
表
現

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

参
考
ま
で
に
、
審
査
会
で
指
摘

さ
れ
た
主
な
三
点
を
記
し
ま
す
。

①
記
事
を
読
ん
で
何
ら
か
の
行
動

を
実
践
し
そ
の
記
録
を
書
く
と
い

う
流
れ
に
、
自
身
の
姿
が
に
じ
み

出
る
独
自
の
記
述
が
加
わ
る
と
さ

ら
に
良
い
。
②
伝
え
た
い
こ
と
は

明
確
だ
が
、
そ
の
根
拠
と
な
る
事

実
や
デ
ー
タ
の
裏
付
け
が
な
い
主

張
が
散
見
さ
れ
た
。
③
他
者
に
伝

え
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
よ
り
丁
寧

な
推
敲
（
す
い
こ
う
）
や
清
書
が

望
ま
れ
る
作
品
が
一
部
見
ら
れ

た
。人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
と
共
存
す

る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
新
聞
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
で
読
解
力
・
思
考

力
・
創
造
力
等
の
向
上
に
取
り
組

ん
だ
経
験
は
、
未
来
を
担
う
世
代

に
と
っ
て
将
来
必
ず
役
立
つ
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
次
回
も
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
！

ＡＩ時代こそ 読解・思考・創造力役立つ

忘
れ
な
い

広
島
へ
の
思
い

「
悪
魔
の
兵
器
だ
。
地
球
に

一
発
た
り
と
も
置
い
て
は
い
け

な
い
。
」
と
い
う
言
葉
が
私
の

心
に
強
く
ひ
び
き
ま
し
た
。
今

か
ら
八
十
年
前
、
広
島
に
落
と

さ
れ
た
原
爆
で
十
四
万
人
が
亡

く
な
り
、
命
が
助
か
っ
て
も
放

射
線
の
影
き
ょ
う
で
病
気
な
ど

に
な
り
、
長
年
苦
し
ん
で
い
た

人
も
い
る
そ
う
で
す
。
本
当
に

被
団
協
の
田
中
さ
ん
の
言
う
よ

う
に
「
悪
魔
の
兵
器
」
だ
と
思

い
ま
し
た
。

今
年
の
夏
休
み
、
私
は
広
島

平
和
記
念
資
料
館
へ
行
き
ま
し

た
。
資
料
館
の
中
は
、
と
て
も

静
か
で
し
た
。
日
本
人
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
方
達

が
い
ま
し
た
が
、
誰
一
人
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
中
に
は
、
目
に
涙
を
う

か
べ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

資
料
館
の
展
示
は
、
そ
れ
ほ
ど

原
爆
の
お
そ
ろ
し
さ
を
伝
え
る

も
の
で
し
た
。
残
さ
れ
た
服
は

ボ
ロ
ボ
ロ
で
血
の
跡
が
た
く
さ

ん
つ
い
て
い
ま
し
た
。
大
や
け

ど
を
し
た
人
々
が
御
幸
橋
に
集

ま
っ
て
い
る
様
子
は
あ
ま
り
に

悲
さ
ん
で
写
真
を
撮
る
の
を
た

め
ら
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
被
爆
者
の
方
達
が
描

い
た
絵
は
、
今
ま
で
知
っ
て
い

た
原
爆
の
絵
と
は
ま
っ
た
く
違

い
ま
し
た
。
見
て
い
る
人
に
も

そ
の
場
の
様
子
が
想
像
で
き
る

よ
う
な
描
い
て
い
る
人
の
思
い

が
伝
わ
っ
て
く
る
絵
で
し
た
。

子
供
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
て
死
ぬ
ま
で
ず
っ
と
自
分
を

責
め
続
け
た
お
母
さ
ん
、
家
族

を
亡
く
し
差
別
か
ら
教
育
を
受

け
ら
れ
な
い
子
供
達
、
体
だ
け

で
な
く
心
に
傷
を
負
っ
た
人
も

大
勢
い
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
達
被
団
協
は
、
長

年
被
爆
の
体
験
や
平
和
の
大
切

さ
を
世
界
に
伝
え
続
け
、
二
◯

二
四
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本

だ
け
で
な
く
世
界
で
も
原
爆
被

害
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
被
爆
者
の

平
均
年
齢
は
八
十
六
歳
で
自
ら

体
験
を
語
り
つ
ぐ
の
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
記
事
を
読
み
、
実

際
に
資
料
館
へ
行
く
こ
と
で
、

平
和
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
今
で

き
る
こ
と
は
、
広
島
の
原
爆
の

こ
と
を
決
し
て
忘
れ
な
い
こ

と
、
そ
れ
を
周
り
の
人
に
伝
え

て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
平
和

を
思
う
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。

週刊ＹＯＭＯっと静岡８月３日

東
海
大
静
岡
翔
洋
６
年

山や
ま

下し
た

乃の

々の

華か

さ
ん

小
学
生
の
部

静
新
会
会
長
賞

第 回「2025年度しずおか新聞感想文コンクール」（静岡新聞社・静岡放送主催、県教委、県私学協会など後援、静新会協力）

の審査結果が発表された。応募総数は4684点。小学生、中学生、高校生の３部門で審査は行われ、最優秀賞にはそれぞれ、東海大

静岡翔洋小６年・山下乃々華さんの「忘れない 広島への思い」、静岡大付属静岡中２年・小曽根杏樹さんの「共生の意味」、常

葉大常葉高３年・大石侑奈さんの「お裾分け文化の再来」が選ばれた。学校賞（団体賞）は応募作品数などを総合的に選考し、小

学生の部から１校、中学生の部から３校、高校生の部から１校が決定した。

(１５) 令和７年( 年)１１月２９日 (土曜日) (第三種郵便物認可) (第三種郵便物認可) 令和７年( 年)１１月２９日 (土曜日)  　 (１４)(１５) 令和７年( 年)１１月２９日 (土曜日) (第三種郵便物認可) (第三種郵便物認可) 令和７年( 年)１１月２９日 (土曜日)  　 (１４)


